
 

16mm 

全閉状態から全開状態までの

弁体のスライド距離 

運転中の使用範囲 
※全閉状態から 5.6mm 
スライドしたところの 
弁開度(35%開状態)で 
定格流量が確保できる 
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原子炉隔離時冷却系の蒸気加減弁の構造図および事象発生概要図 

レバーが最低位置まで下がった後も、弁棒の開方向へのスライドが継続したため、これ

以上弁体を閉じる方向に制御できず、運転中の使用範囲を超える弁開度となった。 

レバーの

最低位置 

＜今回の事象の発生概要図＞ 

蒸気の内圧 

＜蒸気加減弁の構造図＞ 

ナットの締め付けが十分で

なく、蒸気の内圧と振動で緩

んだ。 
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